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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

「オグロシギ」5月　酒田市　撮影：川上浩之様

 

バードウォッチングへの誘い㊲　　　　　　　　　　　　　　　　　

「自然の恵みを生かした持続可能な地域活性化がイヌワシを守る②」

蜂蜜の森から⑱「日本の蜜ろうの歴史①」

 

 

 







 

 　果樹王国山形県ですが、生産量日本一を誇る初夏の風物詩サクランボが、春の低温の影響もあって例年にない不作となってし

まったそうです。向こう3か月予想でも涼しい傾向という予報もあり、夏の気候が気になるところです。また庄内では春から多くの迷鳥、

珍鳥が報告されています。引き続き各地の自然情報をmoukin@raptor-c.comまでお寄せください。

2021/5/29　「ズグロカモメ」　酒田市

本来、夏になると頭部が黒くなるはずのズ

グロカモメですが、若いころは黒くならない

ので、野鳥の会簗川堅治氏曰く、これが

「シロガシラズグロカモメ」なんだそうです。

撮影：渡会様

2021/6/20　「バン」　鶴岡市

鶴岡市街を流れる河川は意外と気にして

みている人が少ないかもしれないですが、初

めて見る人には「なんだ！あの赤いくちばし

の鳥は！」となるかもしれないですね。

撮影：毛呂様

2021/6/30　「セッカ」　酒田市

山形県では絶滅危惧ⅠA類となっている

ほど見ることが難しいセッカ。どうやら４年ぶ

りの観察記録だとか。

撮影：齋藤修様

2021/5/3　「ムギマキ」　酒田市

庄内では鳥海山に「種まき爺さん」が姿を

現すと農作業の準備が始まりますが、全

国的には麦を撒くころにやってくるムギマキ

を見れば、麦を撒く頃合いです。見られな

い年もあるので指標にするのはちょっと・・・

撮影：とし様

2021/4/24　「クロジ」　酒田市

アオジ、キジ、クロジ・・・赤字がいたら見た

くない鳥かもしれませんね。

撮影：土屋和哉様

全国の動物情報コーナー

2021/4/12　「コチドリ」酒田市

かわいらしいチドリの仲間。黄色いアイリング

が特徴で愛くるしくちょろちょろと走り回りま

す。まさしく千鳥足。

撮影：横山博様

 
2021/5/14　「イカル」　新潟県

枝を口にくわえて繁殖の準備をしているそう

です。木の実が大好きな鳥で、太いくちばし

は木の実を割るのに適した形状です。

撮影：波多様

2021/6/26　「アオバト」　神奈川県

緑色の美しい体ですが、良く見るとのどやク

チバシの周りが赤く色づいています。ヒナへ

給餌する際にヤマザクラの果汁がこぼれて

着色されたのではないかということです。

撮影：こまたん金子様

2021/6/25　「クジャクチョウ」　秋田県

クジャクの羽のような目玉模様が美しいチョ

ウ。北方系のチョウで生息できる地域もだ

んだんと北上しているようです。なんとかしな

いと！

撮影：たっちん様



○「春を感じるさえずり観察会」

 

　4月24日（土）月山ビジターセンター共催「春を感じるさえずり観察会」

を開催しました。

ネイチャーカメラマンの太田威さんを講師にお迎えして、鶴岡市高館山

周辺の早春の野鳥たちのさえずりと野草たちを楽しみました。長年にわ

たって環境の保護を訴えてきた太田さんの解説は温かみの庄内弁から

も重さが伝わってくるものでした。鳥に限らず意識的に自然を観察する

ことの大切さを教えていただきました。参加されたみなさん、講師の太田

さん、パークボランティアの皆さんありがとうございました。

 

この日見られた鳥：ハヤブサ、トビ、ミサゴ、ハシボソガラス、マガモ、カワ

ウ、ヒヨドリ、カワラヒワ、シジュウカラ、アオジ、タヒバリ、ツグミ、スズメ、コ

ハクチョウ、カンムリカイツブリ、ウグイス、ホオジロ、メジロ、アオゲラ、ウミ

ネコ、アオサギ、ハシビロガモ、カルガモ、キジバト、カワセミ、ツバメ、イ

ワツバメ、カイツブリ、コガモ、アトリ、ダイサギ、ヨシガモ（計33種）

　

イベント開催報告

○「ゴールデンウィーク工作体験教室」

 

　5月1日（土）～5日（水）「ゴールデンウィーク工作体験教室」を開催しま

した。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予約制とし、ハンドクリーム

作り、蜜ろうそく作り、エコバッグ作りの3プログラムを、体験会場で人が

密にならないようにエリアを分けて開催しました。

　せっかくの連休だったのですが、天気が悪ったこともあり、室内でも楽

しめるイベントとして利用していただきました。

　買い物袋も有料化になりましたので、エコバッグも多くの人たちが作っ

てくれました。ハンドクリームも人気がありました。

　来場してくれた皆さんありがとうございました。

 

○「”あえて”市街地で見る自然観察会」

 

　5月29日（土）「”あえて”市街地で見る自然観察会」を開催しました。

　自然が少ないように見える市街地で、あえて自然を観察してみようとい

う趣旨です。講師は水環境の専門家として、生涯学習コーディネーター

の今井努さん、野鳥専門の講師は長船裕紀さんよりご案内いただきまし

た。

当日の集合時はかなりの豪雨だったこともあり、室内での座学よりスター

トしました。講師の今井さんからは新井田川の水質や生息する魚類とそ

の生態について解説いただきました。

長船さんからは市街地には鳥が一体何種類いるのかというクイズが出題

され、それを確認するために雨上がりの屋外で観察を開始しました。

酒田市が一を流れる新井田川周辺には、国の史跡となった「山居倉庫」

でも多くの野鳥たちが暮らしていることが観察できました。また保存樹と

して残された市街地のケヤキの木ではフクロウの仲間「アオバズク」を観

察することができました。意外と多くの動物たちが暮らしていることを知っ

ていただくことができたと思います。

　講師の今井努さん、長船裕紀さん、参加してくれた皆さんありがとうご

ざいました。 酒田の市街地でも観察できた「アオバズク」

この日見られた鳥：ハシボソガラス、カワラヒワ、アオサギ、アオバズク、ハクセキレイ、ムクドリ、ウミネコ、ダイサ

ギ、キジバト、オシドリ、シジュウカラ、コチドリ、ヒヨドリ、スズメ、ツバメ、オオヨシキリ、トビ、カワウ、コムクドリ、モ

ズ、イワツバメ（計21種）



「森林とイヌワシ ぷらす SDGｓ」「森林とイヌワシ ぷらす SDGｓ」

参加費　一人500円（バス代、資料代、保険代）
持ち物　双眼鏡（貸出有）、昼食、雨具、飲み物

お申込み・お問い合わせ　

猛禽類保護センター　TEL 0234-64-4681
主催/猛禽類保護センター活用協議会　共催/林野庁 庄内森林管理署　　環境省 鳥海南麓自然保護官事務所

 二ホンイヌワシは、我が国の山岳地帯～森林地帯に生息する大型の猛禽類です。しかし、生息環境の悪化から

絶滅が心配されており、環境省レッドリスト絶滅危惧ⅠB類に指定されています。主な生息地である国有林を管理
する林野庁と、イヌワシの調査・普及啓発活動の拠点である猛禽類保護センター（環境省）による観察会です。

イベント開催情報

期　日　令和3年9月4日（土）
時　間　9：00～15：00
場　所　鳥海山周辺

対　象　山形県内に在住の一般・

　　　　小学校5年生以上（保護者同伴）
定　員　先着15名（令和3年8月16日募集開始）

フィールドワークショップフィールドワークショップ
もりもり

～自然の恵みを生かした持続可能な地域活性化～

猛禽類保護センター活用協議会職員　着任のご挨拶
猛禽類保護センター活用協議会事務局　清原　貴広

　7月1日より猛禽類保護センター活用協議会にお世話になっております、清原貴広（きよはらたかひろ）と申し

ます。宜しくお願いします。毎日、田園や山あいのきれいな景色を見ながら、時々どんな野鳥が飛んでくるか

探しながら、センターまでの通勤を楽しんでいます。（しっかり安全運転をしていますので安心してください！）

　息子がワシ、タカ等の猛禽類に関して興味を持ち始めてから、協議会事業に参加するようになり、当初は付

き添いと思って私も参加していましたが、今や家族を巻き込んで「鳥」への関心が深まっています。自宅周辺

を飛んでいるトビやノスリの区別はつくようになりましたよ！

　今後はセンターの一員として、息子を超える？くらいの知

識が得られればいいなと思っています。

　いまだ新型コロナウイルスの勢いが衰えない中で、協議会

事業も様々な対策をとりながら行っている状況です。皆様に

は今しばらくご不便をおかけしますが、収束の日が近いうち

に来ることを期待しつつ、協議会事業を円滑に進める一助に

なればと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

猛禽類保護センター活用協議会職員　退職のご挨拶
　

酒田市環境衛生課専門員　後藤　啓
　１年３か月間の短い間でしたが、大変お世話になりました。猛禽類保護センターでの勤務では、猛禽類はも

ちろんのこと鳥類全般のことを聞きに来るお客様がいたり、首都圏の方が３回も訪ねて来てくださったり、鳥類

の渡りに合わせ自家製のキャンピングカーで追っている方にお立ち寄りいただいたり、全国の熱心な猛禽類

ファン、鳥類ファンの拠点のような施設だと実感いたしました。新型コロナウイルスの影響で、本来のイベント、

観察会が開催できず、皆様のご期待に沿えなかったことが残念でした。

　八幡町時代に、コクドのスキー場開発事業に従事し、イヌワシの生

息状況の調査で上ノ台、光台の竹やぶを漕ぎ歩いた日々を思い出

しました。イヌワシを見たときは感激しました。まさに王者の風格が漂

う、堂々とした飛翔でした。今、家の周辺ではノスリが飛び回り、カラ

スとの格闘をしています。今までは何気なく見過ごしていた鳥の生

態に注目することがでるほど成長できたと思います。帰宅途中にイノ

シシの親子３頭を目撃したり、クマの道路横断を目撃したりと自然の

中にある猛禽類保護センターを実感した期間でした。これからも陰

ながら、猛禽類保護センターの活動を応援いたします。

かっ飛ばせ～き～よ～はら～！

野球部出身！
フォームの改善に
なればと思い、
息子たちの部活動の
写真撮影もしています。

たっちゃん・・・

清



酒田市産の間伐材を使ったボール
ペン作りなど、子供から大人まで
楽しみながら、環境保全につなが
る工作がおすすめ！

●おり紙・ぬり絵コーナーもありますので、小さいお子様も一緒にお越しください。

鳥海イヌワシみらい館

（猛禽類保護センター）

期間　令和3年7月26日（月）～8月15日（日）
時間　午前の部　①9：00～ ②10：00～ ③11：00～ 
      　午後の部　④13：00～ ⑤14：00～ ⑥15：00～
お申込み：必要　※申し込みはなくても当日空きがあれば参加可能です。
※3密回避のため体験人数に制限があります。詳細はお問い合わせください。
お問い合わせ：鳥海イヌワシみらい館　TEL0234-64-4681 mail; moukin@raptor-c.com
※メールでお申し込みの場合、当館からの返信をもって受付完了となりますのでご了承ください。　　　　

1週目　7月26日（月）
          ～8月1日（日）

2週目　8月2日（月）
        ～8月8日（日）

3週目　8月9日（月）
        ～8月15日（日）

「サーモンフライ小物作り」
　　　　　　　1個 300円

フライフィッシングで使用され

る「毛鉤」は鳥類の羽根を使っ

て昆虫などに似せて作られま

す。羽根の組み合わせで素敵な

ブローチやヘアピン、ストラッ

プなどを作ります。

「ドリームキャッチャー作り」
                       1個 300円

 アメリカの先住民に伝わる

鳥の羽を使ったお守りです。

サークルの中の編込みやビー

ズを変えることで、デザイン

を楽しみます。

「蜜ろうハンドクリーム作り」
  1個 400円※容器持参の方は300円

蜜ろうをベースオイルに溶か

して無添加ハンドクリームに

します。香りのエッセンスも

入れて自分だけのオリジナル

ハンドクリームを作ります。

「木と角のスプーン・
フォーク作り」　1個 400円

酒田市産木材と、有害駆除で処

分される鹿の角を加工し、ス

プーンやフォークの柄にしま

す。一つ一つ違う天然素材の特

徴を生かしたカトラリーにしま

しょう。

「酒田市産木材で
ボールペン作り」 1個 500円

酒田市産の杉間伐材、ケヤキ

材、サクラ材、国内産鹿角を

使ったオリジナルボールペンを

作ってみましょう。捨てずに有

効活用することで環境保全に貢

献します。

「絶滅チャーム作り」
                      1個 300円

夏休みクラフト体験教室夏休みクラフト体験教室夏休みクラフト体験教室

『人間の行いで動物たちを絶滅

させないぞ！』という誓いを込

めて、古代ザメやアンモナイト

など絶滅動物たちの化石を使っ

たアクセサリーを作ります。



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

無休休館日

猛禽類保護センター
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8月～10月の開館情報
　夏休みは、鳥海イヌワシみらい館で工作をしてみません

か？指先を使って作業をすることは、実は脳の成長にとても

よいことなんだそうです。子供のころ工作の宿題に「なぜ？」と

疑問を持っていたのですが、必要なことだったと大人になっ

てからわかりました。（本）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
　東京五輪、大好きな柔

道を見てすごく興奮して

います。あと、卓球混合

ダブルスを見て伊藤美

誠選手のファンになりま

した。（長）  

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第18回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第18回「日本の蜜ろうの歴史１」

 

HO
NE
Y

 

 

 

 

 

　日本でのろうそくの始まりは、奈良時代の仏教伝来ととも

に中国から輸入されていた「蜜ろうそく」だったそうです。

『伽藍縁起并琉記資財帳』には、722年に元正天皇からろう

そくを賜った記載があるそうです。当時の蜜ろうそくは大変

貴重品で、宮廷や一部の寺院でしか使われていなかった

のです。

　 正倉院の宝物にも「臈蜜（ろうみつ）」として蜜ろうのかた

まりが収蔵されています。薬（軟膏を作る基剤）やろうけつ

染めの材料として用いられていたそうです。実際、宝物に

は、奈良時代に日本で作られたろうけつ染めが流行してい

たことをうかがい知ることができます。

　しかし、平安時代にはこのろうけつ染めの技法は衰退し、

蜜ろうそくも使われなくなってしまいました。菅原道真が遣

唐使を廃止したため中国との交易が途絶え、蜜ろうも、蜜

ろうそくも輸入されなくなってしまったからです。

　その後、松ヤニを使ったろうそくが作られ、室町時代後期

になると、今度は中国から漆やハゼの実で作る「木ろうそ

く」の技術が伝わり、江戸時代には盛んにつくられるように

なりました。

　国内での蜜ろうの量産は大変困難でした。なぜなら野生

種の二ホンミツバチは、群れが小さく逃げやすいため、本

格的な養蜂には適さなかったからです。江戸時代後期に、

やっと二ホンミツバチの養蜂技術が確立し、蜜ろうも生産し

ていた記録が残っています。　 

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

NPO法人朝日町エコミュージアム協会　

副理事長。アシナガバチ畑移住プロ

ジェクト主宰。近著『手作りを楽しむ　

蜜ろう入門』（農文協）・編著『朝日

岳山麓養蜂の営み』（朝日町エコ

ミュージアム研究会発行）

 

 

 

 

 

 

 

 

　あんなに寒かった日々

は夢ではなく、こんなに

暑い毎日もまぼろしでは

ない。毎日が一期一会

ですね。（澤）

画像上：「臈蜜（ろうみつ）」

二ホンミツバチの巣から採

取された蜜ろうを丸餅状に

固めたもので、薬用として

軟膏の基剤などに使われ

ていた。

画像右：「臈纈屏風 　羊木

屏風（ろうけちのびょうぶ　

ひつじき）」

象木屏風と対となり、大きさ

は二扇あわせて1畳ほどの

大きさの屏風。「ろうけつ染

め」は、染色する際に、ろう

が塗られた部分は染まらず

に残り、染色後ろうを落とす

ことによって、染められた部

分と染めぬかれる部分に

仕上がる。

画像引用：

宮内庁「正倉院宝物」より


